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平成27年度岩手大学地域防災研究センター年報

発刊にあたって

岩手大学地域防災研究センターは、東日本大震災から１年を経て2012年４月より、工学部附属

組織から全学組織になりました。現在、専任教員、兼務教員、客員教員、さらに技術系職員等が

参画し、地域防災や東日本大震災からの復興に資する研究・教育を進めています。

当センターの特徴は、その名前の示す通り、地域防災に焦点を当てていることにあります。津

波、火山、地震、洪水など、災害は発生から復旧・復興まで、場に強く依存する性質を有してお

り、岩手や東北という地域特性に根ざした防災研究・教育に取り組んでいます。

本年報は、地域防災研究センターの教員が平成27年度におこなった活動を、教員ごとに取りま

とめ、その中で特に重要な事項に関する参考資料を掲載したものです。また、センターとして実

施した事業についても、取りまとめました。ご一読の上、皆様の地域の安全・安心や地域再生に

役立て頂くと共に、当センターとの協働に関心を持って頂けましたら、是非ご一報いただければ

と思います。

当センターの設立の趣旨は、地域の住民の皆様を始め、行政、産業界、他大学などと連携し、

地域に最もふさわしい防災、最も望ましい地域再生を推進することです。設立趣旨をご理解いた

だき、今後ともご支援、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

岩手大学地域防災研究センター長

南　　　正　昭
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地域防災研究センターについて

岩手大学は、平成24年４月１日に地域防災研究センターを全学施設として設置しました。

地域防災研究センターは、前身の工学部附属地域防災研究センターを強化・拡充し、岩手県及びその周辺

をフィールドに自然災害に関する調査研究及び資料収集を行い、地域の防災研究の拠点となることを目的に

設立された、文理融合の研究センターです。センターに自然災害解析部門、防災まちづくり部門、災害文化

部門の３部門を置き、様々な自然災害に対応した研究や活動を推進しています。

１．事業目的

①　三陸沿岸での安全・安心な地域づくり

②　災害文化の醸成・実践・継承

③　三陸モデルの発信

地域防災とは

既存の防災研究機関では、地震津波の規模及び発生確率の想定に向けた研究が行われ、防災対策の基

本方針の策定に大きく貢献してきました。

一方こうした「自然現象からみた防災」の観点での研究成果を踏まえ、地域ごとの具体的な防災計画

を策定するためには「地域住民から見た防災」、つまり地域防災の観点が必要です。

地域の地形、産業構造、歴史・文化などを考慮し、津波に災害に強い（1）施設づくり（2）まちづく

りと、地域固有の災害文化を醸成・実践・継承する（3）ひとづくりを機能的に連携させたボトムアッ

プ型防災システムが、ここで提案する地域防災です。

２．事業実施概要

●これまで岩手大学が実施してきた地域密着型の活動（防災体制構築への支援、防災教育など）をさらに

拡充し、東日本大震災による被災地の復興に向け、「施設づくり」「まちづくり」「ひとづくり」に貢献

●地域特性に応じた防災対策と、津波常襲地帯に暮らすための知恵である災害文化からなるボトムアップ

型防災システム（三陸モデル）を構築

●三陸モデルを、今後巨大地震の発生が危惧される東南海地域などへ展開

●地域防災に関する研究成果の国内外への発信

●他大学、他研究機関と連携し、相互補完的な事業実施により効果的な成果を創出
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３．部門紹介

●自然解災害析部門

東日本大震災の地震・津波に対して、震度分布や海岸毎の津波遡上特性を解析して防災対策案を検討

しています。洪水・土砂災害、火山噴火など岩手県で起りうる自然災害を対象とした研究と地域防災力

の向上にむけた研究を推進しています。

⑴　重要公共施設・社会インフラの適正配置

東日本大震災の地震などの詳細震度調査をもとに、物理・地質探査により地域毎の揺れやすさを解

明し、地震動による構造物被害の解析を目指すほか、斜面の安定性評価を行っています。また、地下

構造探査、重力調査などにより、活断層の位置と規模の把握を行い、岩手県内活断層分布図を作成し

て重要施設の配置計画に資することを目指しています。

⑵　海岸保全施設（防波堤など）の適正配置

建物の津波被害特性と市街地での津波氾濫の把握、流体力に対する構造物の耐性評価をもとに津波

に強い町づくりを目指しています。

⑶　避難行動を含む地域防災力の向上

災害時の避難行動調査をもとに避難路などの最適化と地域防災力の向上策の検討や、三陸海岸の津

波履歴・地殻変動の研究、噴火史調査、洪水・土石流災害調査を行っています。

●防災まちづくり部門

東日本大震災の教訓を踏まえた災害に強いまちづくりに関する研究、ならびに復興まちづくりに関す

る研究を、ソフト・ハードの両面から進めていきます。そのために次の３つの分野を設けています。

⑴　地域計画分野

防災まちづくり、復興まちづくりに関する研究を、主にソフト面からアプローチする部門です。東

日本大震災に関しては、被災市町村・地域コミュニティにおける従前の防災体制を再検討し、その課

題整理を通じて、津波災害に強いまちづくりのあり方を明らかにします。

⑵　社会基盤分野

主にハード面からアプローチする分野です。東日本大震災では大津波によって多くの施設・構造物

が壊滅的な被害を受けました。それらの構造・配置上の問題点を解明し、津波災害に強い社会基盤の

設計と配置を研究します。

⑶　災害情報分野

情報面からアプローチする分野です。東日本大震災の直後、被災地内、および被災地と外部との情

報の断絶が、生存者の救出や安全確保、支援物資の供給等に深刻な影響を及ぼしました。災害時に真

に有効な災害情報システムの構築を目指した研究を進めます。

地域防災研究センターについて
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●災害文化部門

東日本大震災の教訓を踏まえた、学校教育・社会教育における防災教育の充実・強化を図ることによ

って、地域防災を担う人材を育成するとともに、災害文化の醸成および継承を目的に以下の活動を行い

ます。

⑴　学校教育・社会教育における防災教育の充実・強化

教育委員会、学校、地域と連携した教材づくりを行い、学校や地域で研究会や学習会を重ね、防災

担当の教諭や地域リーダーを育成し、学校や地域の実情に即した防災教育の充実・強化を図っていま

す。また、「実践的危機管理講座」や「防災・危機管理エキスパート育成講座」を開設することによ

り、地域防災を担う人材の育成に努めています。

⑵　災害文化の醸成と継承

自然災害に関する記録や伝承を収集し、その学習教材化（保存・展示等）に努める共に、科学的考

察を加えることで歴史・文化的な防災教育教材の充実を図り、先人の経験知からの学びを実現する活

動を行っています。なお、記録や伝承の収集、整理、体系化は相当に時間を要する取り組みであり、

地域（教育委員会、郷土史家、古老等）との連携・協力が大いに求められる活動となります。加え

て、歴史や文化を担当する研究者の参加・協力を確保することを目指しています。



地域防災フォーラム
地域防災研究センターでは、自然災害や防災・減災あるいは被災地の復

興やまちづくりに関する各種取り組みから得られた知見を社会に還元する
ために、「地域防災フォーラム」を定期的に開催しています。
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第13回地域防災フォーラム
「平成26年度活動報告・講演会」の開催報告

第13回フォーラムでは、地域防災研究センター所属メンバーによる平成26年度の部門全体及び個別活動報

告を行いました。週末の夕刻にもかかわらず、一般市民・学生など約50名の参加がありました。

南センター長からは、今年３月に開催された国連防災世界会議への参加とその成果について報告しまし

た。

各部門長からは、研究センターメンバー全体の取り組み概要について説明がありました。

個別活動報告として、栗駒山の火山史および大雨・洪水の防災教育教材作成に関する成果（自然災害解析

部門）、実例を交えた災害公営住宅におけるコミュニティづくりに関する成果や課題（防災まちづくり部

門）、災害対応スキルを身に付けた人材育成活動や被災地における女性達の取り組み（災害文化部門）につ

いて報告しました。本フォーラムの内容を纏めた講演録は「地域防災フォーラム講演録」として作成段階で

あり、後日ホームページで紹介される予定です。

開催日時：2015年６月26日（金）　17：00～19：10

開催場所：岩手大学工学部キャンパス内　復興祈念銀河ホール（参加者約50名）

プログラム：

●開会の挨拶：越谷　信（地域防災研究センター副センター長）

講演：「2015国連防災世界会議への参加報告と今後の展開」　南　正昭（地域防災研究センター長）

報告①：自然災害解析部門

自然災害解析部門の活動紹介：土井宣夫部門長

栗駒山の水蒸気爆発史：土井宣夫（教授）

小・中学校向け大雨・洪水を対象とした防災教育教材の開発：小笠原敏記（准教授）

報告②：防災まちづくり部門

防災まちづくり部門の活動紹介：松岡勝実部門長

災害公営住宅におけるコミュニティ形成（1）新たなコミュニティづくりの意義と課題：広田純

一（教授）

災害公営住宅におけるコミュニティ形成（2）大船渡における取り組みと成果：船戸義和（三陸

復興推進機構研究員）
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報告③：災害文化部門

災害文化部門の活動紹介：越野修三部門長

災害対応のエキスパート育成：越野修三（教授）

被災地における女性たちの実践～宮古市田老地区における手仕事の場を事例に～：佐藤悦子（特

任助教）

防災まちづくり部門の報告（左：広田教授，右：船戸研究員）

災害文化部門の報告（左：越野部門長，右：佐藤特任助教）

南センター長による報告

自然災害解析部門の報告（左：土井部門長，右：小笠原准教授）
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第14回地域防災フォーラム
「復興まちづくと地域創生～岩手大学×

神戸大学連携フォーラム～」を開催しました」

岩手大学地域防災研究センターは、地域の特性に応じた防災システム（三陸モデル）構築を目指し、自然

災害や防災・減災、被災地の復興やまちづくり、あるいは災害文化の醸成・継承に関する調査・研究・活動

を行っています。そこで得られた知見を多くの方々に広く知っていただくことを目的に、地域防災フォーラ

ムを定期的に開催しております。

第14回となる今回は、東日本大震災から4年を経た被災地が抱える課題について、神戸大学と連携し阪神・

淡路大震災からの復興の知見を踏まえ、中・長期化する復興まちづくりについて「地域創生」をテーマに討

議を行いました。開催あいさつの後、まず第１部として岩手大学から、地域防災研究センターの活動と震災

復興・地域創生に向けた大学の役割、小中学校に着目した地域防災・地域再生の拠点形成に関する調査研究

および活動の報告がありました。

第２部では神戸大学から、住民アンケート調査の結果を踏まえた防災まちづくりと日々の安全対策、心

理・福祉ケア問題解決型関与とを組み合わせた地域行政サービスのあり方、復興からの学びと生活再建の基

盤となるまちづくりの方法、震災記録の価値の検証およびその発掘・集約体制に関する知見が提示されまし

た。質疑応答ではフロアから積極的な意見・質問が挙げられ、有意義な議論が交わされました。人口減少の

社会情勢下における震災復興と、その先にある地域創生に向けて、被災地にある大学としてどのように取り

組んでいくか考える機会となりました。

開催日時：2015年８月３日（月）　13：00～15：30（開場12：30）

開催場所：岩手大学工学部キャンパス内　復興祈念銀河ホール

プログラム：

●開会あいさつ

越谷　　信（岩手大学地域防災研究センター副センター長、工学部准教授）

●第１部　岩手大学

基調報告「地域防災研究センターの最近の活動と地域創生」

南　　正昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

報告「学校を中心とした地域防災・地域再生の拠点形成」

菊池　義浩（地域防災研究センター特任助教）
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●第２部　神戸大学

報告「未来への防災まちづくり－安全対策をどう生かすか」

北後　明彦（都市安全研究センター長・教授）

報告「生活復興と心理問題」

齊藤　誠一（人間発達環境科学研究科准教授）

報告「生業復興と法」

金子　由芳（国際協力研究科教授）

報告「被災者と連携する震災資料収集体制について」

奥村　　弘（人文学研究科教授、地域連携推進室長）

質疑応答

ファシリテーター　松岡　勝実（岩手大学地域防災研究センター、人文社会科学部教授）

奥村　　弘（前掲）

閉会あいさつ

奥村　　弘（前掲）

報告　菊池義浩 特任助教

基調報告　南正昭 センター長開会あいさつ　越谷信 副センター長

報告　齊藤 誠一 准教授

会場の様子 報告　北後明彦 教授

質疑応答の様子ファシリテーター　松岡勝実 教授
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第15回地域防災フォーラム
第15回地域防災フォーラムが岩手大学復興祈念銀河ホールにおいて開催され、一般市民や防災関係者、学

生など約80人が参加しました。

今回は、開会に先立ち、東日本大震災で犠牲となった方々への追悼の意を表し、黙祷が捧げられました。

その後、南センター長による地域防災拠点としての大学の取組紹介と、３部門（自然災害解析、防災まちづ

くり、災害文化）の活動成果及び東日本大震災の教訓について報告されました。こうした教訓を踏まえ、岩

手の地域防災力の向上と今後の復興に向けて活発な議論が行われました。被災地をはじめ岩手県全体におい

て、さらなる地域防災力の向上を図るため、地域に根差した多角的な研究活動と同時に、地域住民への知識

の普及や人材育成などソフト対策の重要性が再認識されました。このようなソフト対策をいかにして地域防

災拠点としての大学が担っていくのか、被災地の大学として今後も真剣に取り組んでいかなければならない

課題です。

開催日時：2016年３月８日　15時00分～16時30分

開催場所：岩手大学復興祈念銀河ホール

プログラム：

●開会あいさつ

パネルディスカッション

コーディネーター　越谷　　信（地域防災研究センター・副センター長、工学部准教授）

パネリスト　南正　　昭（地域防災研究センター長、工学部教授）

土井　宣夫（自然災害解析部門長、教育学部教授）

広田　純一（防災まちづくり前部門長、農学部教授）

越野　修三（災害文化部門長、地域防災研究センター教授）
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南センター長からの報告 土井部門長からの報告

越野部門長からの報告 パネルディスカッションの様子

パネルディスカッションの様子 フロアとの意見交換

集合写真





活  動  報  告
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自然災害解析部門
工学部・地域防災研究センター・越谷信
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<September> Public Support (Kohjo)  

Central and municipal governments should take responsibility 

for the following things: Publish a hazard map; construct and 

maintain evacuation routes/shelters; prepare water / food / 

blankets / portable toilets at appropriate locations; build and 

maintain dikes; activities for moral support and awareness, etc.  

Public support is often unavailable immediately after a 

devastating hazard and thus we should be well prepared. In an 

emergency, we must help ourselves and help each other before 

other help can reach us. 

<October> Help Each Other / Mutual Help (Kyojo) 

Do what we can do for others at school or in the community.  

For example, encourage each other while evacuating, help little 

children and elderly people who need more time to evacuate, 

help the needy first following an earthquake, etc.  

<November> Help Yourself (Jijo) 

We should do what we can to save ourselves. For example, we 

can: discuss among the family about how to evacuate; prepare 

an emergency bag and check it; make our room tidy; 

participate in evacuation drills and take them seriously; 

maintain good communications with our neighbors, etc.   
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部　門　等

平成27年度　岩手大学地域防災研究センター教員名簿
所　属　学　部　等 氏　　名 備　　　考

センター長
（防災まちづくり部門）
副センター長
（自然災害解析部門）
自然災害解析部門　部門長

防災まちづくり部門　部門長

災害文化部門　部門長

南　　　正　昭

越　谷　　　信

土　井　宣　夫

大河原　正　文

越　谷　　　信

山　本　英　和

鴨志田　直　人

井良沢　道　也

小笠原　敏　記

松　林　由里子

柳　川　竜　一

松　岡　勝　実

田　中　隆　充

麥　倉　　　哲

南　　　正　昭

平　井　　　寛

廣　田　純　一

三　宅　　　諭

菊　池　義　浩

大　西　弘　志

小山田　哲　也

小　林　宏一郎

本　間　尚　樹

越　野　修　三

後　藤　尚　人

新　妻　二　男

山　崎　友　子

田　代　高　章

梶　原　昌　吾

比屋根　　　哲

今　井　　　潤

佐　藤　悦　子

工学部

工学部

教育学部

工学部

工学部

工学部

工学部

農学部

工学部

工学部

地域防災研究センター

人文社会科学部

教育学部

教育学部

工学部

工学部

農学部

農学部

地域防災研究センター

工学部

工学部

工学部

工学部

地域防災研究センター

人文社会科学部

教育学部

教育学部

教育学部

教育学部

連合農学研究科

地域連携推進機構

地域防災研究センター

教授

准教授

教授

准教授

准教授

准教授

助教

教授

准教授

助教

特任助教

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

准教授

特任助教

准教授

准教授

准教授

准教授

教授

教授

教授

教授

教授

准教授

教授

准教授

特任助教

地震・火山・土砂

災害

水災害

計画

社会基盤

災害情報

防災教育

※職名は平成27年４月現在の職名
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部　門　等

平成27年度　地域防災研究センター運営委員会名簿
所　属　学　部　等 氏　　名

委員長

委員（委員長代理）

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

南　　　正　昭

越　谷　　　信

土　井　宣　夫

松　岡　勝　実

越　野　修　三

髙　橋　宏　一

長　澤　由喜子

吉　澤　正　人

武　田　純　一

渡　邊　善　博

地域防災研究センター長

地域防災研究センター副センター長

地域防災研究センター自然災害解析部門長

地域防災研究センター防災まちづくり部門長

地域防災研究センター災害文化部門長

人文社会科学部

教育学部

工学部

農学部

研究交流部長

●平成26年度第１回岩手大学地域防災研究センター運営委員会（持ち回り会議）
日時：平成27年６月24日（水）　
議題：１．外部資金の受入について

●平成26年度第２回岩手大学地域防災研究センター運営委員会（持ち回り会議）
日時：平成27年７月９日（木）
議題：１．兼業審査要項について

２．営利企業の兼業について

●平成27年度第３回岩手大学地域防災研究センター運営委員会
日時：平成27年８月18日（水）16：00～17：15
場所：事務局３階　第二会議室
議題：１．平成27年度地域防災研究センター事業計画（案）について

２．平成26年度決算（案）及び平成27年度予算（案）について
３．外部資金の受入れについて
４．その他

報告：１．平成28年度概算要求について
２．その他

●平成27年度第４回岩手大学地域防災研究センター運営委員会
日時：平成28年１月20日（水）９：00～10：30
議題：１．アラスカ大学アンカレッジ校との交流協定について

２．その他
報告：１．第15回地域防災フォーラムについて

２．平成27年度予算執行状況について
３．地域課題演習について
４．三陸復興・地域創生推進機構設立準備委員会について
５．その他
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平成27年度　地域防災研究センター主催事業等一覧
月　日

2015/04/01 防災・観光アプリ「くじゃる」の社会科
資料集への掲載

小学５年生の社会科教科書と一緒
に配布される資料集に紹介された

2015/05/11
アラスカ大学アンカレッジ校との共同教
育特別プログラム「国際防災ワークショ
ップ」の開催

岩手大学復興祈念銀河ホール
参加
学生等：
約20名

2015/05/24 「平成27年度北上川上流総合水防演習」
への参加 盛岡市内南大橋河川敷

2015/05/23 地域を支える「エコリーダー」・「防災リ
ーダー」育成プログラム開校式 岩手大学復興祈念銀河ホール

2015/06/10 「平成27年度復興教育副読本・防災教育
教材活用研修会」への参加

岩手県立総合教育センター大
会議室および技術・情報処理
実習室

教員：
約80名 主催：岩手県教育委員会

2015/06/26 第13回地域防災フォーラム「平成26年度
活動報告・講演会」の開催 岩手大学復興祈念銀河ホール 約50名 平成26年度の部門全体及び個別活

動報告を行った

2015/06/28 奥州市前沢区白山地区自主防災訓練　第
2回「まちあるき」への参加

奥州市前沢区白山地区センタ
ー　体育館

2015/07/16

岩手大学地域防災研究センター国際プロ
グラム「大災害への対応力への強化」
ハーバード大学ハウィット博士講演会の
開催

岩手大学復興祈念銀河ホール 約60名 テーマ：災害対応

2015/08/02 奥州市白山地区第３回自主防災訓練 奥州市前沢区白山地区センタ
ー

当センターからは防災マップ作成
を支援するという形で参加

2015/08/03
第14回地域防災フォーラム「復興まちづ
くと地域創生～岩手大学×神戸大学連携
フォーラム～」の開催

岩手大学復興祈念銀河ホール 約35名 テーマ：地域創生
神戸大学との連携

2015/08/07～
2015/08/09 「第4回東北みらい創りサマースクール」

岩手大学復興祈念銀河ホー
ル、地域防災研究センター会
議室

2015/08/24～
2015/08/26

韓国・ハンバット大学校との学生交流研
修会（in 岩手大学）への参加 岩手大学、宮古市

ハ ン バ
ッ ト 大
学 校 か
ら 教 職
員 ７名
と 学 生
12名

テーマ：「持続可能な年・地域の創
造に向けて～Toward creating sus-
tainable urban and region～」
主催：工学部 研究高度化・グロー
バル化特別対策室

2015/09/10～
2015/09/11

一関市立興田中学校での学校防災アドバ
イザー派遣事業への参加 一関市立興田中学校 対象：中学１年生

2015/09/15～
2015/09/17

平成27年度防災・危機管理エキスパート
育成講座【基礎コース】開講

岩手大学復興祈念銀河ホー
ル、共用教育研究棟

約 40 名
（聴講生
含む）

座学

2015/10/28 岩手大学（地域防災研究センター）主催
防災・復興に関する特別講演会の開催 岩手大学復興祈念銀河ホール 120名以

上

特別講演：文部科学省研究開発局
地震・防災研究課課長　谷　広太
氏

2015/10/29～
2015/10/30

平成27年度防災・危機管理エキスパート
育成講座【実習コース】開講

岩手医科大学災害時地域医療
支援教育センター

受講生：
24名

いわて防災学教室の連載 日刊岩手建設工業新聞社で毎週水
曜日連載（2015/07/01～）

事業等名 場　　所 参加者数 備　　　　　考
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平成27年度　地域防災研究センター教員活動記録
●委員会等
土井　宣夫

委員会等名
岩手県の火山活動に関する検討会 岩手県 2015/04/01　2016/03/31 委員
栗駒山火山防災協議会 岩手県 2015/04/01　2016/03/31 委員
秋田駒ケ岳火山防災協議会 秋田県 2015/04/01　2016/03/31 委員
岩手山火山防災協議会 岩手県 2015/04/01　2016/03/31 委員

岩手県環境審議会 岩手県 2002/04/01　2015/03/31 温泉部会長
平成27年度中小水力・地熱発電開発費等
補助金（地熱発電開発事業）採択審査委
員会

一般社団法人　新エ
ネルギー導入促進協
議会

2014/04/01　2015/03/31

岩手県政策評価委員会 岩手県 2012/02/01　2017/01/31

岩手県津波痕跡調査アドバイザー会議 岩手県 2013/04/01　2016/03/31
いわて三陸ジオパーク推進協議会学術専
門委員会

いわて三陸ジオパー
ク推進協議会 2012/06/01

岩手県津波痕跡調査アドバイザー会議 岩手県 2015/04/01　2016/03/31
岩手県津波防災技術専門委員会 岩手県 2015/04/01　2016/03/31
東北地方・太平洋沖の地震活動に関する
調査研究委員会委員

（公財）地震予知総
合研究振興会 2015/04/01　2016/03/31

下北半島周辺における地震活動等調査検
討委員会

（公財）地震予知総
合研究振興会 2015/04/01　2016/03/31

岩手県国土利用計画審議会 岩手県環境生活部環
境保全課 2014/01/10　2016/01/10

砂防・急傾斜管理技術者資格制度試験判
定小委員会 （公社）砂防学会 2015/04/01　2016/03/31

岩手ブロック公共工事等総合評価委員会
国土交通省東北地方
整備局　岩手河川国
道事務所 

2015/04/01　2016/03/31

農林水産部総合評価落札方式技術評価委
員会に係る学識経験者委員 岩手県農林水産部 2015/04/01　2016/03/31

蔵王火山噴火緊急減災対策砂防計画検討
委員会

国土交通省東北地方
整備局　新庄河川事
務所 

2013/01/01　2015/08/01

事業評価技術検討会 林野庁東北森林管理
局 2014/04/01　2016/03/31 部会長

岩手県国土利用計画審議会委員 岩手県（環境生活部
環境保全課） 2013/11/01　2016/10/31

赤川水系河川整備学識経験者懇談会
国土交通省東北地方
整備局　酒田河川国
道事務所 

2013/01/01　2016/01/10

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検
討委員会 福島県 2013/01/01　2016/01/10 部会長

青森県農林水産部建設工事総合評価競争
入札審査員（森林土木工事総合評価審査
員）の委嘱について 

青森県 2015/04/01　2016/03/31

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

越谷　信
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

山本　英和
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

井良沢道也
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考
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小笠原敏記
委員会等名

津波防災技術専門委員会 岩手県 2014/07/01　2016/03/31 委員
高田地区海岸養浜技術検討委員会 岩手県 2014/03/28 副委員長
米代川水系河川整備学識者懇談会 秋田県 2014/09/01 委員

北上川水系河川整備学識者懇談会 国土交通省東北地方
整備局 2016/10/01 委員

粘り強い構造を導入した防波堤における
環境共生検討会

国土交通省東北地方整
備局釡石港湾事務所 2015/07/01　2016/03/31 委員

第２回吉里吉里地区自主防災計画策定検
討会役員会を開催・出席

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会役
員会長

2015年５月 事務局、役員会運営

大槌町総合政策部設置「第３回大槌町生
きた証プロジェクト実行委員会 大槌町 2015年６月 委員、事業受託者

第３回吉里吉里地区自主防災計画策定検
討会役員会を開催・出席

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会役
員会

2015年７月 事務局、役員会運営

大槌町総合政策部設置「第４回大槌町生
きた証プロジェクト実行委員会 大槌町 2016年２月 委員、事業受託者

岩手県盛岡市建築紛争調整委員会 盛岡市 2015年７月 学識委員
岩手県盛岡市図書館運営協議会 盛岡市 2015年７月 学識委員
岩手県盛岡市図書館運営協議会 盛岡市 2016年２月 学識委員

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

松林由里子
委員会等名

金流川河川懇談会 岩手県 2016/01/29　2016/03/31 金流川河川懇談会委員
盛岡市防災会議 盛岡市 2015/05/15　2017/03/31 盛岡市防災会議委員（10号委員）

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

柳川竜一
委員会等名

釡石市震災検証委員会 釡石市 2015/11/01　2016/03/31 避難所・地域部会長
依頼機関 委嘱期間 備　　　考

廣田　純一
委員会等名

岩手県東日本大震災津波復興委員会総合
企画専門委員会 岩手県 2011/05/01　現在 委員

高田松原復興記念公園有識者会議 岩手県 2014/04/01　現在 委員
大槌町総合戦略策定委員会 大槌町 2015/04/01　2016/03/31 委員長
釡石市震災メモリアルパーク基本計画策
定委員会 釡石市 2014/04/01　2015/08/01 委員長

大船渡市崎浜地区「復興会議」 崎浜公益会 2011/06/01　現在 委員

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

麥倉　哲
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

平成27年度釡石市東日本大震災検証委員会 釡石市 2015/11/01　2016/10/31 委員
21世紀むらづくり委員会地域整備部会 野田村 2015/07/31　2016/03/31 特別委員
日本建築学会東日本大震災における実効
的復興支援の構築に関する特別調査委員
会　岩手・宮城支援検討小委員会

日本建築学会 2014/09/01　2016/03/31 委員

第17期農村計画学会評議員 農村計画学会 2014/04/01　2016/03/31 委員
日本建築学会農村計画委員会農村計画本
委員会 日本建築学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

日本建築学会農村計画委員会集落復興小
委員会 日本建築学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

農村計画学会大震災復興特別委員会 農村計画学会 2012/05/00　継続 委員

東北未来づくりサマースクール実行委員
会

東北未来づくりサマ
ースクール実行委員
会事務局

2015/04/01　2016/03/31 委員

菊池　義浩
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考
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大西　弘志
委員会等名

橋梁ヘルスモニタリング研究会 災害科学研究所 2015/04/01～2016/03/31 委員長
維持管理を考慮した複合構造の防水・排
水に関する調査研究小委員会 土木学会 2015/08/18～　 委員長

構造物の更新・改築技術に関する研究小
委員 土木学会 2015/04/01～　 WG3主査

小規模鋼橋の維持管理・更新に関する研
究部会 鋼橋技術研究会 2015/12/08～　 幹事

複合構造委員会 土木学会 2015/04/01～ 委員

依頼機関 委嘱期間 備　　　考

寒中コンクリートの品質確保に関する研
究委員会

公益社団法人日本コ
ンクリート工学会 2014/04/01　2017/03/31 幹事長

塩害外力の評価方法と評価結果の分析・
利活用研究委員会

公益社団法人日本コ
ンクリート工学会 2014/04/01　2017/03/31 幹事

コンクリート中の気泡の役割・制御に関
する研究委員会

公益社団法人日本コ
ンクリート工学会 2014/04/01　2016/03/31 委員

土木学会誌編集委員会 公益社団法人土木学会 2014/04/01　2016/03/31 委員
コンクリート構造物の品質確保小委員会 公益社団法人土木学会 2015/04/01　2016/03/31 副主査

岩手県水門・陸閘自動閉鎖システム（衛
星通信系）整備工事審査委員会 岩手県 2015/05/11　2016/03/31 委員

小山田哲也
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

本間　尚樹
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

釡石市東日本大震災検証委員会 釡石市 2014/11/01～2016/03/31 委員長
地区防災計画学会 内閣府 2014/06/30～ 幹事
岩手県地域防災ネットワーク協議会 岩手大学 2014/07/01～ 事務局長
防災教育アドバイザー 岩手県教育委員会 2015年度～
火山防災エキスパート 内閣府 2015年度～
防災教育を中心とした実践的安全教育総
合支援事業 岩手県教育委員会 2015/07/22～ 推進委員

岩手県西警察署協議会 岩手県西警察署 2015/06/01～ 委員
神戸市危機管理戦略研究会 神戸市 2015/07/15～2017/03/31 委員

越野　修三
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

岩手県防災会議 岩手県 2016/04/01　2017/03/31 委員

山崎　友子
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

いわての川づくりプラン懇談会 岩手県 2015/06/15　2016/03/31 委員

佐藤　悦子
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考

いわて高等教育コンソーシアム：運営委
員会

いわて高等教育コン
ソーシアム 2015/04/01　2016/03/31 委員

いわて高等教育コンソーシアム：単位互
換・高大連携推進委員会

いわて高等教育コン
ソーシアム 2015/04/01　2016/03/31 委員長

東北みらい創りサマースクール実行委員会 2015/04/01　2016/03/31 委員

後藤　尚人
委員会等名 依頼機関 委嘱期間 備　　　考



●講演・講習など
土井　宣夫

講演題目講演会等の名称

八幡平市小中学校教育
研究会講演会

岩手山の火山噴火史か
ら分かること 2015/04/28 八幡平市松尾中学

校
八幡平市小中学校
教育研究会 教職員 約200名

第71回INS岩手山火山
防災検討会

岩手山におけるマグマ
の浅所貫入頻度－大正
時代以降の火山・地震
活動と西岩手山の噴気
活動から考える－

2015/04/25 岩手大学テクノホ
ール

INS岩手山火山防
災検討会 一般市民 約80名

火山講演会 岩手県の火山災害と防
災 2015/11/29 盛岡市姫神ホール 盛岡地方気象台 一般市民 約180名

岩手県地学教育研究会
研究発表会

秋田駒ケ岳の2003年以
降の地震・地殻変動・
熱活動について

2016/02/20 岩手大学北桐ホー
ル

岩手県地学教育研
究会 一般市民 約30名

第12回岩手防災サロン
秋田駒ケ岳の火山活
動－過去・現在そして
近未来

2016/02/27 岩手大学共用施設 岩手大学地域防災
研究センター 一般市民 約50名

一関市防災フォーラム 栗駒山の最近１万年間
の噴火史と災害例 2016/03/13 一関市川崎市民セ

ンター 一関市 一般市民 約180名

八幡平市ひな桜の会 八幡平火山の話（２） 2016/03/20 八幡平市フォレス
ト 八幡平ガイドの会 ボランティア 約20名

平成27年度復興教育副
読本・防災教育教材活
用研修会防災教育教材
を活用した授業づくり
演習講師

平成27年度復興教育副
読本・防災教育教材活
用研修会防災教育教材
を活用した授業づくり
演習

2015/06/10 岩手県立総合教育
センター 岩手県 小学校中学校

教員 約70名

砕石研究発表会

砕石研究発表会震災後
の最近の火山活動現象
と1998年当時の岩手山
の火山活動とその防災
対応

2015/06/26 ホテルルイズ（盛
岡市）

砕石研究発表
会 約100名

第４回東北未来づくり
サマースクール 地震防災かるた 2015/08/10

岩手大学地域防災
研究センター会議
室

一般市民 約10名

滝沢市滝沢第二小学校
防災教育出前講座

滝沢市滝沢第二小学校
防災教育出前講座 2015/08/26 滝沢第二小学校 滝沢第二小学校 小学３年生４

年生 約150名

岩手大学シニアカレッ
ジ2015

東日本大震災を振り返
り今後に対応すべきこ
と

2015/09/04 岩手大学図書館生
涯学習・多目的室 岩手大学 一般市民 約100名

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

越谷　信

講演題目講演会等の名称

大船渡成人大学講座
最近の日本の火山活動
の状況と私たちの生活
への影響について

2015/07/22 大船渡公民館 大船渡市 一般市民

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

鴨志田直人

講演題目講演会等の名称

資源・素材学会東北支
部平成27年度若手の会

三軸圧縮下における砂
岩の動的変形特性 2015/11/15 秋保温泉 ホテル華

乃湯
資源・素材学会東
北支部

学会員（若手
研 究 者 と 学
生）

ポ ス タ ー 発
表。発表者：
金子将太

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

山本　英和

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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岩手大学防災リーダー
育成研修 斜面防災 2015/10/31 岩手大学

岩手大学防災リー
ダー育成プログラ
ム

プログラム受
講生 約20名

青森県技術講習会 地域と協働した減災の
取り組み 2015/11/25 青森県観光物産館

アスパム 環境緑化技術協会 技術者 約80名

盛岡地区広域地域づく
り協議会研究会

地域と協働した減災の
取り組み 2015/05/28 都南ホール 盛岡地区広域地域

づくり協議会 技術者 約30名

雪氷防災科学研究講演
会

地域と協働した減災の
取り組み 2015/10/20 ホテルルイズ 防災科学技術研究

所 技術者 約100名

富山県防災気象講演会 技術講習会 2015/11/11 ボルファートとや
ま 富山県 技術者 約200名

砂防学会東北支部総会 地域と協働した減災の
取り組み 2015/10/02 岩手大学農学部 砂防学会東北支部 会員・一般 約20名

防災士研修（八戸） 技術講習会 2015/10/03 八戸広域消防本部 防災士研修センタ
ー 技術者 約50名

防災士研修（盛岡市玉
山区） 技術講習会 2015/11/29 姫神ホール 防災士研修センタ

ー 技術者 約50名

防災士研修（十和田） 技術講習会 2015/12/05 沢田悠学館 防災士研修センタ
ー 技術者 約50名

防災士研修（二戸） 技術講習会 2016/01/23 二戸市民文化会館 防災士研修センタ
ー 技術者 約50名

八幡平市寺田地区の地
域の安全を考えるワー
クショップ

地域の防災力を高める
ために 2015/11/20 八幡平市寺田コミ

ュニティセンター 八幡平市 一般市民 約30名

日詰小学校防災学習 大雨・洪水の危険から
身を守るには 2015/08/28 日詰小学校 日詰小学校 児童 420名

第13回地域防災フォー
ラム「平成26年度活動
報告・講演会」

小・中学校向け大雨・
洪水を対象とした防災
教育教材の開発

2015/08/28 復興祈念銀河ホー
ル

岩手大学地域防災
研究センター 一般 約50名

平成27年度復興教育副
読本・防災教育教材活
用研修会

防災教育教材を活用し
た授業づくり　大雨・
洪水編

2015/06/10 岩手県立総合教育
センター 岩手県教育委員会 教諭 約80名

井良沢道也

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

小笠原敏記

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

平成26年度岩手大学公
開講座「地域政策入門
─三陸復興─

広域巨大災害からの復
興について考える 2015/10/07 岩手大学 岩手大学人文社会

科学部 一般 50名

松岡　勝実

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

陸前高田市上和野まち
づくりワークショップ
第5回

地域防災力を高めるた
めの講演（和野地区で
想定される主な災害・
地域防災力向上の成功
事例）

2015/12/05 陸前高田市上和野
公民館

陸前高田市上和野
町内会 一般市民 最大約40名

第128回東北水工学研
究会

降雪期に着目した岩手
県津波浸水区域におけ
る津波避難路の簡易的
な危険性評価

2016/03/09 リーダー育成教室 東北水工会 東北地方の研
究者 15名程度

柳川　竜一

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）



72 平成27年度岩手大学地域防災研究センター年報

Special presentation
coordinated by Prof.
Maureen Reed

Some Lessons from
the Large Scale
Tsunami Disaster in
Japan

2016/03/24
University of
Saskatchewan,Ca
nada

School of Environ-
ment and Sustain-
ability, University
of Saskatchewan,
Canada

一般 30名

災害復興まちづくり報
告会

陸前高田災害ＦＭニー
ズ及び市の広報に関す
る調査報告

2015/11/26 陸前高田市コミュ
ニティホール

岩手大学、東北大
学、神戸大学 一般 20名

日本社会病理学会大会 被災から復興における
性差 2015年10月 岩手大学 日本社会病理学会 研究者 約100名

日本社会病理学会大会 リスク層の特徴と支援
課題 2015年10月 岩手大学 日本社会病理学会 研究者 約100名

日本社会病理学会大会 リスク層への支援と脆
弱性の克服 2015年10月 岩手大学 日本社会病理学会 研究者 約100名

日本社会病理学会大会
シンポジウム

生きた証プロジェクト
のもつ意味や意義──
大災後の歴史的テーマ
は「すべての犠牲者と
向き合うこと

2015年10月 岩手大学 日本社会病理学会 研究者 約100名

日本都市学会大会 被災リスク層の多層化
と復興支援課題 2015年10月 新潟県上越市 日本都市学会 研究者 約100名

日本都市学会大会 仮設住宅コミュニティ
の現状と支援課題 2015年10月 新潟県上越市 日本都市学会 研究者 約100名

CSIS DAYS 2015「全
国共同利用研究発表大
会」

地理空間情報を用いた
被災死亡状況の類型化
に関する研究

2015年11月 東京大学柏の葉キ
ャンパス

東京大学空間情報
科学研究センター 研究者 約100名

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

麥倉　哲

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

平成27年度第１回学校
防災担当者会議

学校防災マニュアルの
改善のポイントについ
て－震災時の避難行動
と防災対策の検証－

2015/04/24 岩手県庁 岩手県、岩手県教
育委員会

教育委員会指
導主事 約15名

日本建築学会東日本大
震災4周年シンポジウ
ム

震災復興の進捗概要と
地域防災促進に向けた
支援活動（岩手県）

2015/05/18 建築会館 日本建築学会 研究者、被災
地住民等 164名

第14回地域防災フォー
ラム「復興まちづくり
と地域創生」

学校を中心とした地域
防災・地域再生の拠点
形成

2015/08/03 岩手大学復興祈念
銀河ホール

岩手大学地域防災
研究センター

一般市民、研
究者、行政職
員等

約40名

岩手大学　韓国・国立
ハンバット大学校との
学生交流研修会

Damage Situation and
Community Design
for Earthquake Disas-
ter Recovery of the
3/11 Disaster

2015/08/24 岩手大学復興祈念
銀河ホール

岩手大学工学部研
究高度化・グロー
バル化特別対策室

学生 25名

花巻市立西南中学校校
外学習「釡石の震災・
復興とこれからの防災
学習」

学校を中心とした震災
復興と地域防災につい
て

2015/09/29 岩手大学釡石サテ
ライト 西南中学校 生徒 約60名

岩手県立盛岡第四高等
学校　復興教育講演会

復興まちづくりとこれ
からの地域防災 2015/10/08 盛岡第四高等学校 盛岡第四高等学校 生徒 約290名

平成27年度岩手県自主
防災組織リーダー研修
会

演習　避難所HUG（避
難所運営ゲーム） 2015/11/10 岩手県消防学校 岩 手 県 、日 本 防

火・防災協会

自 主 防 災 組
織、防災担当
職員

約40名

菊池義浩

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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構造モニタリングに関
する講習会

FWDを活用した道路
橋床版健全度モニタリ
ング

2015/10/29 大阪市立大学文化
交流センター

災害科学研究所
NPO法人関西橋梁
維持管理－大学コ
ンソーシアム

社会人 75人

大西　弘志

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

平成27年度社員アップ
グレード研修会

コンクリート構造物の
品質確保 2015/04/22 小本工事事務所 西松建設

西 松 建 設 社
員、発注者、
協力会社

約50名
10時講演

コンクリート構造物の
品質確保に関する勉強
会

コンクリート構造物の
目視評価と施工状況把
握について

2015/06/24 国土交通省岩手河
川国道事務所

国土交通省岩手河
川国道事務所

監督官、協力
会社

約50名
13時講演

コンクリート技士講習
会

コンクリート材料に関
する最近の動向 2015/08/06 メトロポリタンニ

ューウイング

公益社団法人日本
コンクリート工学
会

コンクリート
技士資格者

約300名、14
時講演

岩手県職員研修会
復興支援道路のコンク
リート構造物の品質確
保に向けた取組み

2015/08/18 岩手県土木技術振
興協会 岩手県 岩手県３年目

職員
約20名、13時
講演

南三陸国道事務所勉強
会

トンネル覆工コンクリ
ートの耐凍害性確保の
実践

2015/08/24 南三陸国道事務所 国土交通省南三陸
国道事務所

監督官、協力
会社

約50名
13時講演

小山田哲也

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

平成27年度岩手県自主
防災組織連絡会議

地区防災計画について－
制度の概要と実践例－ 2016/02/02 岩手県民会館 岩手県 自主防災組織、

防災担当職員 約40名

農村計画学会2015年度
秋期大会農村復興科研
グループ報告会「連携
と持続性に着目した
震災からの農村復興に
向けて」

津波常襲地における自
主防災活動の防災まち
づくりへのプロセス～
震災復興支援研究の視
点から～

2015/11/29 金沢大学角間キャ
ンパス 農村計画学会 研究者、学生

等 約50名

県指導主事会議 大災害からの教訓 2015/04/17 盛岡合同庁舎 岩手県教育委員会 指導主事 26

アラスカ大学交流行事 クロスロードゲーム実
習 2015/04/11 岩手大学 岩手大学 アラスカ大学

学生等 20

防衛大同窓会東北地域
支部総会

東日本大震災からの教
訓 2015/05/16 メルパルク仙台 防衛大同窓会東北

地域支部 防大同窓生 90

岩手県防災・危機管理
トップセミナー 危機における初動対応 2015/06/03 エスポワールいわ

て 消防庁（岩手県） 市町村長 19

災害対策専門研修 行政と自衛隊との連携 2015/06/10 人と防災未来セン
ター

人と防災未来セン
ター

マネジメント
コース 28

減災に向けた施設内教
育・訓練セミナー

大災害における初動・
応急期の対応、クロス
ロードゲーム

2015/07/04 東京都看護協会 （株）荘道社 看護師等 75

情報処理処理学会シン
ポジウム 災害時の情報活動 2015/07/09 ホテル安比グラン

ド 情報処理学会 会員 20

北海道・東北ブロック
ポリナビワークショッ
プin岩手

大災害との闘い 2015/07/30 アイーナ 岩手県看護連盟 看護師等 182

山形県職員研修 岩手県災害対策本部の
対応 2015/08/03 山形県職員育成セ

ンター 山形県 課長級職員 100

越野　修三

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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全国高等学校ＰＴＡ連
合会大会岩手大会

大災害から学ぶ危機管
理 2015/08/20 都南文化会館 岩手県高等学校Ｐ

ＴＡ連合会 ＰＴＡ会員 120

花巻市自主防災組織等
リーダー研修会 豪雨災害と避難行動 2015/09/02 花巻市文化会館 花巻市 自主防災組織

等リーダー 100

三重県防災啓発研修 岩手県災害対策本部の
対応 2015/09/08 勤労者福祉会館 三重県 課長級職員 100

学校防災アドバイザー
派遣事業 災害図上訓練（DIG） 2015/09/09～10 一関市立興田中学

校 県教育委員会 １年生 21

防災リーダー 大災害から学ぶ危機管
理 2015/09/12 岩手大学 岩手大学 受講生 20

災害医療コーディネー
ター研修 危機への対応 2015/09/13 岩手医科大学 岩手医科大学 医療コーディ

ネーター 40

防災・危機管理エキス
パート育成講座（基礎
コース）

危機における初動対
応、訓練のマネジメン
ト

2015/09/15～17 岩手大学 岩手県地域防災ネ
ットワーク協議会 受講者 31

職員向け研修会 大災害への対応と教訓 2015/10/01 花巻市文化会館 花巻市 市職員 120

災害対策専門研修 行政と自衛隊との連携 2015/10/07 人と防災未来セン
ター

人と防災未来セン
ター

マネジメント
コース 36

富士通防災フォーラム 大災害への対応と教訓 2015/10/09 汐留シティセンタ
ー 富士通 社員 250

復興教育研修会 防災教育について 2015/10/14 宮古市立川井中学
校 宮古教育事務所 教諭、生徒 100

地方公共団体の危機管
理に関する研究会

岩手県における防災訓
練・教育への取り組み 2015/10/19 福岡市九州ビル 日本防災・危機管

理促進協会 自治体職員等 80

島根県原子力訓練 危機への対応 2015/10/23 島根県原子力防災
センター 島根県 自治体職員 90

高等教育コンソーシア
ム「危機管理と復興」

東日本大震災の対応と
教訓 2015/10/24 岩手大学 岩手大学 学生 18

防災教育 大災害から学ぶこと 2015/10/28 北上翔南高校 北上翔南高校 高校１年生 200
防災・危機管理エキス
パート育成講座（実習
コース）

図上訓練とは、HUG 2015/10/29～30 岩手医科大学 岩手県地域防災ネ
ットワーク協議会 受講者 24

TOYOTA防災研修 危機への対応 2015/11/09 愛知県 TOYOTAグループ 社員 100
防災・危機管理エキス
パート育成講座（総合
実習コース）

ロールプレイング図上
訓練等 2015/11/17～18 岩手医科大学 岩手県地域防災ネ

ットワーク協議会 受講者 29

高知県防災トップセミ
ナー 行政と自衛隊との連携 2015/11/20 高知城ホール 高知県 県内市町村長

等 80

日本記者クラブ
東日本大震災を教訓と
した地域防災への取り
組み

2016/01/13 日本記者クラブ 日本記者クラブ 記者 50

東日本大震災津波5年
目シンポジウム

東日本大震災における
広域応援について 2016/01/22 三陸花ホテルはま

ぎく
岩手県沿岸広域振
興局 一般 120

災害リハビリテーショ
ンコーデネータ養成研
修会

東日本大震災からの教
訓 2016/01/30 岩手医科大学

岩手災害リハビリ
テーション推進協
議会

職員 100

防災スペシャリスト研
修 警報・避難 2016/02/04～05 有明の丘 内閣府 行政職員等 48

被災者支援フォーラム 市民による市民のため
の被災者支援のあり方 2016/02/07 釡石情報交流セン

ター 釡石市 市民 140

危機管理セミナー 東日本大震災からの教
訓 2016/02/12 西尾市役所 愛知県西尾市 市幹部職員 100

ヤングリーダーズ国際
合宿研修

クロスロードゲーム、
大災害からの教訓 2016/02/16 岩手大学 岩手大学グローバ

ル教育センター
交流協定大学
招へい学生 26

日本集団災害医学会総
会・学術集会

東日本大震災を教訓と
した地域防災への取り
組み

2016/02/28 山形国際交流プラ
ザ

日本集団災害医学
会総会・学術集会 医療関係者 120

都市総合防災研究会 ３．11戦友会の取り組
み 2016/03/03 東京工業大学コンベ

ンションセンター
都市総合防災研究
会 会員 100

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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病院における危機管理
体制のあり方研修 危機管理体制のあり方 2016/03/11 神戸市立医療セン

ター
神戸市立医療セン
ター中央市民病院 医療関係者 120

2015年度河川情報セン
ター講演会

「災害文化展開の現状
と課題」～被災地岩手
県沿岸の学校に学ぶ～

2016/02/18 TKPガーデンシテ
ィ仙台勾当台

一般財団法人　河
川情報センター

河川防災行政
担当者 約100名

岩手大学・田老第一中
学校合同授業

「昭和大津波後の復興
の中心となった関口松
太郎村長に学ぶ」

2015/09 田老第一中学校体
育館

岩手大学・田老第
一中学校

岩手大学共通
教育科目「津
波の実際から
防災を学ぶ」
受講生・田老
１中全校生徒

約120名
13 時 ～15 時
半、講演・グ
ループデイス
カッションの
コーデイネー
トと司会

災害文化の国際比較：
日本の津波災害とタイ
の洪水

岩手県立宮古工業高校
における津波模型班の
活動

2016/01/04　
2016/01/09

タ イ 国 　 PIM 大
学、中等学校３校

岩 手 大 学 （連 携
先：PIM、サイア
ム大学）

岩手県立宮古
工業高校津波
模型班、PIM
教員、タイ中
等学校教員・
生徒

４件、合計約
180名

Discover-Our-Town Proj-
ect による合科型内容中
心英語教育の実践的研
修モデル開発～岩手県
沿岸の被災地の高校に
おいて（略称：C-CBLT）
～第一回研修会・講義

第三部：プロジェクト
概要紹介 2015/06/03 シートピアなあど

岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会、後援：宮古
市教育委員会）

県 立 高 校 教
員、宮古市教
員、一般市民

約80名、第一
部：講演（ド
ラマ・メソッ
ド）、第二部：
沿岸の高校教
育・英語教育
に期待するこ
と～原点に戻
って（４氏に
よる発表）、
第三部：プロ
ジェクト概要
紹介の３部構
成の企画・運
営を行った

C-CBLT
内容授業（防潮堤のメ
カニズム）の英語によ
るラップ・アップ

2015/07/17 岩手県立宮古工業
高校

岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古工業
高校教員・高
校生、岩手大
学学生

約35名

C-CBLT

内容授業（サバイバル
野外活動：飲料水の確
保）の英語によるラッ
プ・アップ

2015/08/21 岩手県立宮古工業
高校

岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古工業
高校教員・高
校生、岩手大
学学生

約35名

C-CBLT

第一回 Values of Miyako：
紙芝居「つなみ」上
演、インターナショナ
ル・スクールでの津波
に関する教育活動

2015/06/27 岩手県立宮古高校
岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古高校
教 員 、高 校
生、岩手大学
学生、市民

約250名、講
演 （ ３件 ４
名）の企画・
運営

C-CBLT

第二回 Values of Miyako：
災害をとおして見えて
くる宮古の価値～若い
世代に伝えたいこと

2015/07/18 岩手県立宮古高校
岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古高校
教 員 、高 校
生、岩手大学
学生、市民

約250名、講
演 （ ７件 ９
名）の企画・
運営

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

山崎　友子

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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C-CBLT
第三回 Values of Miyako：
外国人から見た被災
地、岩手

2015/09/26 岩手県立宮古高校
岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古高校
教 員 、高 校
生、岩手大学
学生、市民

約250名、講
演 （ １件 １
名）の企画・
運営

C-CBLT
第四回 Values of Miyako：
タイの価値と災害を学
ぶ

2015/10/10 岩手県立宮古高校
岩手大学（連携機
関：岩手県教育委
員会）

県 立 高 校 教
員、宮古高校
教 員 、高 校
生、岩手大学
学生、市民

約250名、（講
演１件３名、
講習６名）の
企画・運営

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）

第4回東北みらい創り
サマースクール

2015/08/07
2015/08/08

岩手大学復興祈念
銀河ホール他

東北みらい創りサ
マースクール実行
委 員 会 （岩 手 大
学、岩手県立大学
他）

40名（東北み
ら い 賞 の 授
与）

今井　潤

講演題目講演会等の名称 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 主催機関 対　　象 備考

（参加者数など）
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●支援・協働など
土井　宣夫

支援対象
あるいは協働者支援・協働の内容

岩手山の崩壊可能性
地点調査の検討

八千代エンジニアリ
ング㈱・岩手河川国
道事務所

2015/01/13 岩手大学教育学部 岩手河川国道事務所

雫石町大松倉山地熱
開発可能性の検討 JR東日本 2015/02/08 岩手大学教育学部 JR東日本

大松倉山南部地熱資
源開発調査地域協議
会委員

大松倉山南部地熱資
源開発調査地域協議
会

2016/02/24 雫石町公民館 JR東日本ほか 約50名

いわて防災スクール
実施計画の作成 本寺中学校 2016/03/14 一関市本寺中学校 岩手県教育委員会

三陸海岸津波被災地
現況機上観察調査 岩手県総合防災室 2016/03/25 岩手県防災航空セン

ター 岩手県総合防災室

地域の安全を考える
ワークショップ（車
座研究会）

八幡平市寺田地区 2015/10/01
2016/03/31

八幡平市寺田コミュ
ニティセンター 八幡平市 約30名

地域の安全を考える
ワークショップ講師

八幡平市　寺田地域
振興協議会

2015/10/01
2016/03/31 八幡平市寺田地区 八幡平市　寺田地域

振興協議会 約20名

平成27年度岩手県防
災教育研修会 岩手県教職員 2015/04/28 サンセール盛岡 東北みらい創りサマ

ースクール 40名程度

平成27年度北上川上
流総合水防演習

国土交通省河川国道
事務所 2015/05/24 北上川南大橋右岸河

川敷
国土交通省河川国道
事務所 50名以上

平成27年度岩手県復
興教育副読本・防災
教育教材活用研修会

岩手県教職員 2015/06/10 岩手県立総合教育セ
ンター 岩手県教育委員会 40名程度

奥州市白山地区防災
訓練～まち歩き～ 奥州市白山地区住民 2015/06/28

2015/08/05
白山地区センター体
育館 白山地区住民 30名程度

第４回東北みらい造
りサマースクール 一般市民 2015/08/08

2015/08/09 岩手大学
東北みらい創りサマ
ースクール実行委員
会

50名程度

地域の安全を考える
ワークショップ

八幡平市寺田地区住
民

2015/10/16
2016/1/16 八幡平市寺田地区 寺田地区住民 40名程度

第２回自治体の災害
時後方支援に関する
研究会

遠野市民 2015/10/22 遠野みらい創りカレ
ッジ 遠野市 100名程度

平成27年度消防団幹
部研 消防団幹部 2015/12/18 岩手県消防学校 岩手県消防学校 40名程度

教育機関向け防災訓練 高校教職員 2016/02/10 紫波総合高等学校 紫波総合高等学校 20名程度
平成27年度土木学会
東北支部土木技術発
表会

技術発表会参加者 2016/03/08 岩手大学 土木学会東北支部 100名以上

岩手町職員向け防災
研修 岩手町職員 2016/03/14 岩手町役場 岩手町総務課 40名程度

実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

小笠原敏記
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

松林由里子
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

柳川　竜一
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）
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吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会で
の取組支援

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会

2015/04
2016/03

大槌町公民館吉里吉
里分館

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会

「山元町震災復興 土
曜日の会」での取組
支援

山元町震災復興　土
曜日の会

2015/04
2016/03 普門寺 山元町震災復興 土

曜日の会

奥州市前沢区白山地
区　自主防災訓練
演習担当

白山地区住民 2015/06
2015/08

白山地区センター体
育館 白山地区センター

八幡平市寺田地区に
おける地域の安全を
考えるワークショッ
プでの取組支援

寺田地区住民 2015/08
2016/03

寺田コミュニティセ
ンター 寺田地域振興協議会

菊池　義浩
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

陸前高田災害ＦＭニ
ーズ及び市の広報に
関する調査

ＮＰＯ法人陸前高田
復興支援連絡協議会
AidTAKATA 及び
陸前高田市

2015/11/01
2015/11/26 市内全域 Aid Takata 一般市民315名

吉里吉里地区自主防
災計画（案）を大槌
町長に提出し、今後
の協議を申し入れ

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 2014/07/23 大槌町役場 大槌町長 20人

大槌町危機管理室長
と吉里吉里地区自主
防災計画策定検討会
議長情報交換

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 2015年７月 大槌町役場 危機管理室長 ５人

大槌町危機管理室と
吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会役
員会懇談会

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 2015年９月 大槌町役場 危機管理室 15人

大槌町長に吉里吉里
地区自主防災計画策
定検討会が要望書を
提出

吉里吉里地区自主防
災計画策定検討会 2015年12月 大槌町役場 大槌町長 ５人

大槌町長より吉里吉
里地区自主防災計画
策定検討会議長宛に
回答書届く

2016年３月 大槌町役場 大槌町長 文書

不来方祭にて三陸の
ホタテを焼き実演販
売

岩手県三陸地域 2015年10月 岩手大学 岩手大学麥倉研究室 400人

不来方祭にて仮設住
宅団地の生活につい
ての展示

大槌町 2015年10月 岩手大学 岩手大学麥倉研究室 100人

松岡　勝実
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

麥倉　哲
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

一関市立興田中学校
における学校防災ア
ドバイザー派遣事業
での取組支援

興田中学校生徒 2015/09 興田中学校 興田中学校
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新形式FRP構造体の
開発支援 民間企業（３社） 2015/05～ 釡石市、大船渡市 三陸復興推進機構

大西　弘志
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

いわて復興未来塾ア
ドバイザー会議 岩手県 2015/04/21 岩手県庁 岩手県復興局 ９人

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会第１
回幹事会

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2015/04/22 岩手大学 岩手県地域防災ネッ

トワーク協議会 18人

＃１岩手県西警察署
協議会 岩手県西警察署 2015/06/22 岩手県西警察署 岩手県西警察署 20人

奥州市白山地区自主
防災活動「まち歩
き」

奥州市白山地区自主
防災会 2015/06/28 奥州市 奥州市白山地区自主

防災会 50人

岩手県総合防災訓練 岩手県 2015/07/12 奥州市・金ヶ崎町 岩手県　 10000
防災教育を中心とし
た実践的安全教育総
合支援事業第１回推
進委員会

岩手県教育委員会 2015/07/22 サンセール盛岡 岩手県教育委員会 20人

神戸市総合防災訓練 神戸市 2015/07/26 神戸市役所 神戸市 200

＃２岩手県西警察署
協議会 岩手県西警察署 2015/09/28 岩手県西警察署 岩手県西警察署 12

神戸市危機管理戦略
研究会 神戸市 2015/10/05 神戸市役所 神戸市 10

＃３岩手県西警察署
協議会 岩手県西警察署 2015/11/25 岩手県西警察署 岩手県西警察署 18人

釡石市震災検討委員
会 釡石市 2015/12/03 釡石市役所 釡石市 16

岩手県国民保護訓練 岩手県 2016/01/19 岩手県庁 岩手県
釡石市震災検討委員会 釡石市 2016/01/26 釡石市役所 釡石市 18人
防災教育を中心とし
た実践的安全教育総
合支援事業第２回推
進委員会

岩手県教育委員会 2016/01/27 岩手県庁 岩手県教育委員会 20

地域防災ワークショ
ップ

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2016/02/09 岩手大学 岩手県地域防災ネッ

トワーク協議会 26

釡石市震災検討委員会 釡石市 2016/03/28 釡石市役所 釡石市 18人

越野　修三
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

宮古工業高校津波模
型班の英語発表指導

岩手県立宮古工業高
校津波模型班

2015/08/21
2015/11/20

岩手県立宮古工業高
校

岩手県立宮古工業高
校 約20名

Discover-Our-Town
Project による合科
型内容中心英語教育
の実践的研修モデル
開発～岩手県沿岸の
被災地の高校におい
て（略称：C-CBLT）
における提案授業

（復興カレンダー作
りに向けて～訂正の
仕方）

岩手県立宮古工業高
校教員・沿岸部高校
教員

2015/11/20 岩手県立宮古工業高
校

岩手県教育委員会、
岩手県立宮古工業高
校

約25名

山崎　友子
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）
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C-CBLT 第 四 回
Values of Miyako：
ポスターセッション

岩手県立宮古高校教
員/生徒・沿岸部高
校教員

2015/10/24 岩手県立宮古高校 岩手県教育委員会、
岩手県立宮古高校 約250名

岩手大学教育学部専
門科目「いわての復
興・教育」における
現地実習

宮古市立田老第一中
学校・山田町立大沢
小学校・岩手県立宮
古恵風支援学校）

2015/08 宮古市立田老第一中
学校 岩手大学 約25名

C-CBLT 最終回 Val-
ues of Miyako：高
校生の提言

県立高校教員、宮古
高校教員、高校生、
岩手大学学生、市民

2016/02/20 岩手県立宮古高校 岩手県教育委員会、
岩手県立宮古高校 約250名

支援対象
あるいは協働者支援・協働の内容 実施日

（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）

奥州市白山地区自主
防災訓練の支援活動 奥州市白山地区住民 2015/06/28

2015/08/02 白山地区センター 奥州市白山地区自主
防災会 参加者約30名

一関市立興田中学校
での学校防災に関す
る支援活動

中学生 2015/09/10 一関市立興田中学校 岩手県 学校防災アドバイザー派遣事
業

平成27年度岩手県自
主防災組織リーダー
研修会の講師：災害
対応図上訓練の演習

自主防災組織リーダ
ー等 2015/11/10 岩手県消防学校 岩手県 受講者34名

平成27年度消防団員
幹部教育指揮幹部科
分団指揮課程におけ
る講師：災害対応図
上訓練の演習

消防団幹部 2015/12/18 岩手県消防学校 岩手県消防学校 受講者56名

自主防災力向上のた
めの避難所運営ゲー
ム（ＨＵＧ）の実施

公民館職員、町役場
職員 2015/01/27 ゆはず交流館 岩手町 参加者18名

佐藤　悦子
支援対象

あるいは協働者支援・協働の内容 実施日
（複数回の場合は期間） 実施場所 依頼機関など 備考（参加者数など）
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土井　宣夫

●論文執筆など

論文題目著者名

土井宣夫 火山観測情報から見た2014年御嶽山噴火
災害 岩手の地学 no.45・5-13 2015/06/30

土井宣夫、菅野正人 岩手山周辺域の1926年から2005年の地
震－火山活動

岩手大学教育学部研究
年報 vo.75・1-16 2016/03/15

藤根友博、山本英
和、齊藤剛

周波数波数解析法と空間自己相関法によ
る水平動微動に含まれるLove波位相速度
とパワー比の推定

公益社団法人物理探査
学会第132回学術講演
会論文集

24-27 2015/05 公益社団法人
物理探査学会

山本英和、澤田義
博、齊藤剛

福島県の広帯域リニアアレイで観測され
た常時微動の地震波干渉法解析その１

公益社団法人物理探査
学会第132回学術講演
会論文集

28-31 2015/05 公益社団法人
物理探査学会

山本英和、齊藤剛
周波数波数解析法と空間自己相関法によ
る水平動微動に含まれるLove波位相速度
とパワー比の推定（その２）

公益社団法人物理探査
学会第133回（平成27
年度秋季）学術講演会
論文集

129-132 2015/09 公益社団法人
物理探査学会

山本英和、石川拓
弥、齊藤剛

岩手県久慈市における微動観測による地
盤のS波速度構造の推定 東北地域災害科学研究 52巻257-262 2016/03/01

自然災害研究
協議会東北地
区部会

山本英和、佐藤史
佳、齊藤剛

福島県の広帯域リニアアレイで観測され
た常時微動の地震波干渉法解析 東北地域災害科学研究 52巻263-268 2016/03/01

自然災害研究
協議会東北地
区部会

渡邉正一、井良沢道
也、菊井稔宏、宮田
直樹

平成23年７月新潟・福島豪雨時の登川流
域における砂防施設効果 砂防学会誌 Vol.68-2 p.35-40 2015/07/01 砂防学会

渡邉正一、井良沢道
也、平野吉彦、宮田
直樹、菊井稔宏、龍
田栄次、臼杵伸浩、
柏原佳明

魚野川流域における崩壊特性の分析 砂防学会誌 Vol.68-5 p.50-57 2016/01/01 砂防学会

堀和彦、井良沢道
也、松嶋秀士、阿部
修、望月重人

立木密度と雪の移動に関する模型実験
（Ⅱ） 東北の雪と生活 No.30・30-36 2015/10/01 雪氷学会東北

支部

檜垣大助、林一成、
濱崎英作、井良沢道
也他

地震による斜面変動発生危険地域評価手
法の開発 日本地すべり学会誌 Vol.52-2 p.85-92 2015/07/01 日本地すべり

学会

檜垣大助、緒續英
章、井良沢道也、今
村隆正、山田孝、丸
山知己

土砂災害と防災教育（単行本） 朝倉書店 160ページ 2016/02/19 朝倉書店

小笠原敏記ら他６名 大船渡湾の長期水質変動特性の把握 土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.71，No.2，
I_427-I_432 2015年11月 土木学会

小笠原敏記、室井宏
太、三橋寛

陸域における津波氾濫流の鉛直構造およ
びその流体力の特性

土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.71，No.2，
I_913-I_918 2015年11月 土木学会

村上智一、小笠原敏
記、下川信也

岩手県宮古湾における河川起源の土砂輸
送に関する数値解析

土木学会論文集B2
（海岸工学）

Vol.71，No.2，
I_1213-I_1218 2015年11月 土木学会

学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山本　英和
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

井良沢道也
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小笠原敏記
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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松林由里子、中畑摩
耶

東日本大震災における岩手県野田村での
徒歩と自動車による避難行動について

土木学会論文集B2
（海岸工学） Vol. 71, No. 2 2015年11月 土木学会

柳川竜一、松林由里
子、南正昭

降雪期に着目した岩手県津波浸水区域に
おける津波避難路の簡易的な危険性評価 自然災害科学 Vol.34，特別号，

pp.1-10 2015年９月 自然災害学会

柳川竜一、越野修
三、南正昭

東日本大震災時における釡石沿岸地域の
災害初動対応特性と減災に向けたいくつ
かの考察について

第24回地理情報システ
ム学会学術研究発表大
会

E-5-3, 4p
（DVD） 2015年10月 地理情報シス

テム学会

Ryoichi Yanagawa,
Shuzo Koshino

Tsunami Inundation Area and Run-up
Height in the Iwate Coastal Region Fol-
lowing the Great East Japan Earth-
quake as Estimated from Aerial
Photographs and Digital Elevation Data

Natural Hazards DOI:10.1007/s1
1069-016-2285-1 2016年３月 Springer

柳川竜一、松林由里
子、南正

津波避難を要する岩手県内小中学校の地
域特性

平成27年度土木学会東
北支部技術研究発表会

Ⅱ-90，2p
（DVD） 2016年３月 土木学会東北

支部

松岡勝実 災害復興の法と政策－「復興」の過程を
大局的に見る－

松岡勝実・金子由芳・
飯　考行編『災害復興
の法と法曹』

pp. 3-28. 2016/03 成文堂

麥倉哲ほか編著 東日本大震災堤福祉会報告書　新たな、
たてよこ物語～　それでも海と共に 著書 全201頁 2015年４月 社会福祉法人

堤福祉会刊

麥倉哲、梶原昌五、
高松洋子

地理情報システムを用いた津波避難行動
の類型化 ―岩手県大槌町吉里吉里地区を
対象として

日本都市学会年報 Vol.48、289-297
頁 2015年５月 日本都市学会

麥倉哲 津波避難に関する諸課題

『記憶を思いに未来に
つなげる　震災復興５
年の記録　これからも
地域とともに』所収

73－75頁 2016年３月
一般社団法人
岩手県建設業
協会

麥倉哲 災害の検証が足りない マスコミ市民 24－28頁 2016年３月 マスコミ市民

麥倉哲
大災害犠牲者の記録を残す活動の社会的
意義に関する研究─岩手県大槌町「生き
た証プロジェクト」を事例として─

岩手大学研究年報 第75巻、31－47
頁 2016年３月 岩手大学教育

学部

麥倉哲、梶原昌五、
高松洋子

東日本大震災被災状況からみた社会の脆
弱性とその克服課題－リスク層への支援
と脆弱性の克服

岩手大学教育学部附属
実践総合センター研究
紀要

第15号 37-44頁 2016年３月
岩手大学教育
学部附属実践
総合センター

高松洋子、麥倉哲、
梶原昌五

東日本大震災被災状況からみた社会の脆
弱性とその克服課題―被災から復興にお
ける性差

岩手大学教育学部附属
実践総合センター研究
紀要

第15号 29-35頁 2016年３月
岩手大学教育
学部附属実践
総合センター

麥倉哲ほか編著
大槌町吉里吉里地区自主防災計画策定検
討会の記録　～津波からの避難について
～

単行本 全375頁 2016年３月

大槌町吉里吉
里地区自主防
災計画策定検
討会

松林由里子
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

柳川　竜一
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

松岡　勝実
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

麥倉　哲
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

菊池義浩，南正昭
東日本大震災で被災した学校施設におけ
る避難空間計画に関する研究－現地再建
した岩手県沿岸小中学校を対象として－

都市計画論文集 Vol.50 No.3，
pp.416-422 2015年10月 日本都市計画

学会

菊池　義浩
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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H. Onishi, Y.
Watabe

A static flexural loading test of AFRP-
RC beams

THE 7TH ASIA PA-
CIFIC YOUNG RE-
SEARCHERS AND
GRADUATES SYM-
POSIUM

425-432 2015/8
Asian Con-
crete Federa-
tion

大西　弘志
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

大西弘志、山本竜
一、岩崎正二、出戸
秀明、西田雅之

ハンドレイアップ型材で構成したGFRP
梁の曲げ強度

第11回複合・合成構造
の活用に関するシンポ
ジウム

152-159 2015/11/05 土木学会

大西弘志、渡部洋
平、岩崎正二、出戸
秀明、天野順弘、松
澄行

AFRP材を適用したRC梁の静的強度
第11回複合・合成構造
の活用に関するシンポ
ジウム

184-191 2015/11/06 土木学会

関口修史、大西弘
志、岩崎正二、日下
佳明、横尾彰彦

ソケット方式による鋼製フーチング－鋼
管杭接合部の繰り返し載荷実験

第11回複合・合成構造
の活用に関するシンポ
ジウム

267-274 2015/11/06 土木学会

葛西智文、岩崎正
二、大西弘志、出戸
秀明、山村浩一

静的及び動的載荷試験を用いた九年橋の
剛性評価に関する一考察

鋼構造年次論文報告集
第23巻 174-179 2015/11/18 日本鋼構造協

会

Tetsuya OYA-
MADA, Shunsuke-
HANEHARA,Hana
ka KANNO,Daiki
NAKAMURA

Relationship between new test method
with small sized sample and test method
for scaling resistance of concrete sur-
faces exposed to deicing chemicals

International Confer-
ence on the Regener-
ation and
Conservation of Con-
crete Structures

R2-11 2015年６月

International
Conference
on the Regen-
eration and
Conservation
of Concrete
Structures

小山田哲也、太田和
彦、林大介、佐久間
啓吾

トンネル覆工コンクリートのスケーリン
グ抵抗性確保に関する研究

コンクリート工学年次
論文集

Vol.37, No.1，
pp.847-852 2015年７月

公益社団法人
日本コンクリ
ート工学会

袴田豊、小山田哲
也、藤原裕介、川代
すが子

二次回帰式および四次回帰式を用いたコ
ンクリートの乾燥収縮率の推定法

コンクリート工学年次
論文集

Vol.37, No.1，
pp.379-384 2015年７月

公益社団法人
日本コンクリ
ート工学会

高橋慧、小山田哲
也、羽原俊祐、中村
大樹

スケーリング抵抗性を考慮したトンネル
覆工コンクリートに関する研究

第５回コンクリート技
術大会（盛岡）基調講
演・技術発表論文集

pp.209-214 2015年10月 コンクリート
技術

小山田哲也，樊小
義，羽原俊祐，齊藤
和秀

コンクリートのスケーリング抵抗性と連
行空気の関係

「コンクリート中の気
泡の役割・制御に関す
る研究委員会」シンポ
ジウム

JCI-86, p. 43-48 2015年６月
公益社団法人
日本コンクリ
ート工学会

小山田哲也
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小林宏一郎、高橋
秀、山崎慶太、小山
田哲也

コンクリートの電気的特性を応用したコ
ンクリート中の塩化物濃度の評価法

コンクリート工学論文
誌 27・掲載決定 2016年５月 日本コンクリ

ート工学会

小林宏一郎
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

本間尚樹、西森健太
郎

マルチアンテナシステムの生体センシン
グへの応用

電子情報通信学会　和
文論文誌B

Vol.J98-B, No. 9,
pp.853-867 Sep. 2015 電子情報通信

学会
Keita Konno, Naoki
Honma, Dai Sasakawa,
Kentaro Nishimori,
Nobuyasu Take-
mura, and Tsutomu
Mitsui

Estimating Living-Body Location Using
Bistatic MIMO Radar in Multi-path En-
vironment

IEICE Trans. Com-
mun.

Vol.E98-B, No.
11, pp.2314-
2321

Nov. 2015 電子情報通信
学会

本間　尚樹
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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佐藤悦子、南正昭、
添田文子

被災地で手しごとを実践する女たち　―
宮古市田老地区を事例に―

日本災害復興学会論文
集 第８号・pp1-12 2016年１月 日本災害復興

学会

佐藤　悦子
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山崎友子 被災地に学ぶ 英語教育 2016年３月号 2016/03/01 大修館書店
岩手大学（編集：山
崎友子） Values of Miyako Calendar 2016 16 pages 2016.1. 岩手大学

山崎　友子
論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

Dai Sasakawa, Keita
Konno, Naoki
Honma, Kentaro
Nishimori, Nobuyasu
Takemura, and
Tsutomu Mitsui

Antenna Array Calibration for Living
Body Radar

IEEE Antennas Wire-
less Propag. Lett.

vol.15, pp.246-
249 Feb. 2016 IEEE

論文題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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土井　宣夫

●研究報告・活動報告など

報告題目著者名

土井宣夫 三陸海岸の地形と地質は理解できたか？
（２） 岩手の地学 no.45・1-3 2015/06/30 岩手県地学教

育研究会

山本英和、石川拓
弥、齊藤剛

岩手県久慈市における微動観測による地
盤のS波速度構造の推定

平成27年度東北地域災
害科学研究集会 2016/01/09

自然災害研究
協議会東北地
区部会

山本英和、佐藤史
佳、齊藤剛

福島県の広帯域リニアアレイで観測され
た常時微動の地震波干渉法解析

平成27年度東北地域災
害科学研究集会 2016/01/09

自然災害研究
協議会東北地
区部会

水野辰哉、三橋寛、
室井宏太、小笠原敏
記

モーションキャプチャーシステムを用い
た自動車の漂流挙動に関する基礎的実験

東北支部技術研究発表
会 2016/03/06 土木学会東北

支部

室井宏太、三橋寛、
水野辰哉、小笠原敏
記

津波氾濫流の入射角度と建物への作用波
圧およびその背後流れの関係

東北支部技術研究発表
会 2016/03/06 土木学会東北

支部

高泉留衣、小笠原敏
記、岩間俊二

岩手県久慈市における街区スケールに着
目した建物の被害特性

東北支部技術研究発表
会 2016/03/06 土木学会東北

支部
三橋寛、室井宏太、
水野辰哉、小笠原敏
記

街区スケールの建物群に及ぼす津波氾濫
流の流体力に関する水理実験

東北支部技術研究発表
会 2016/03/06 土木学会東北

支部

小松広幸、小笠原敏
記

MPS法による建物に作用する津波氾濫流
の流体力について

混相流シンポジウム
2015 2015/08/05 日本混相流学

会

学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

山本　英和
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

井良沢道也、佐藤宏
幸、中村和作、伊藤
綾乃、菅原明祥、山
田谷聡太、長谷川亮
太

岩手県における土砂災害対策の推進に係
わるソフト対策の実態調査

平成26年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 A－4～A－5 2015/05/20 砂防学会

佐藤翔汰、井良沢道
也、林一成

2013年８月９日秋田・岩手豪雨災害で発生
した土砂産及び流出の特徴 秋田・岩手豪
雨災害で発生した土砂産及び流出の特徴

平成27年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 B－254～253 2015/05/20 砂防学会

堀和彦、井良沢道
也、阿部修

流木密度と雪の移動に関する模型実験
（Ⅱ）

平成28年度砂防学会研
究発表会講演要旨集 A－212～213 2015/05/20 砂防学会

堀和彦、井良沢道
也、松嶋秀士、阿部
修、望月重人

立木密度と雪の移動に関する模型実験
（Ⅱ）

2014年度日本雪工学会
東北支部大会研究発表
プログラム

要旨集、P. 50-
51 2014/06/01 日本雪氷学会

東北支部

半田秀紀、井良沢道
也

住民と一体となった多自然川づくりを目
指して～宮守川における住民参加と現在
の課題～

平成27年度技術研究発
表会 2016/03/05 土木学会東北

支部

佐藤翔汰、井良沢道
也、林一成

平成25年秋田・岩手豪雨災害で発生した
土砂生産および流出の特徴

平成27年度技術研究発
表会 2016/03/05 土木学会東北

支部

笠原智子、井良沢道
也

土砂災害から高齢者を守る ～岩手県内の
要配慮者利用施設における土砂災害の警
戒避難体制のあり方～

平成27年度技術研究発
表会 2016/03/05 土木学会東北

支部

井良沢道也
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

小笠原敏記
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

菅野航、松林由里
子、小笠原敏記

航空写真を用いた東北地方太平洋沖地震
津波前後の岩手県沿岸北部の汀線比較

東北支部技術研究発表
会 2016/03/05 土木学会

松林由里子
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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Katsumi Matsuoka

Legal Resilience for Disaster Manage-
ment in City Planning: Where Are We
Heading in the Post-2011 Great East
Japan Earthquake Recovery?

Annual Meeting of
the Law and Society
Association（LSA）

2015/05/21
Law and Soci-
ety Associa-
tion（LSA）

松岡　勝実
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

柳川竜一、松林由里
子、岩間俊二、南
正昭

津波避難を要する岩手県内小中学校の地
域特性

東北支部技術研究発表
会 2016/03/05 土木学会

堀井一希・松林由里
子・小笠原敏記

建物形状を考慮した盛岡市玉山区の氾濫
計算

東北支部技術研究発表
会 2016/03/05 土木学会

澤尚斗、松林由里
子、小笠原敏記

普代川における河口地形変化とサケ遡上
数への影響に関する現地調査

東北支部技術研究発表
会 2016/03/05 土木学会

Katsumi Matsuoka

The Role of Universities in Reconstruc-
tion of the Disaster-Stricken Areas: Con-
necting the Needs of Afflicted Areas
and Seeds of Universities

Third UN World Con-
ference on Disaster
Risk Reduction Public
Forum

Book of Pro-
ceedings, pp.35-
40（English）
pp. 54-58

（Japanese）

2015/03/15 iwate Univer-
sity

松岡勝実

「第２部パネルディスカッション：モデ
レーター」地域社会のレジリエンスとキ
ャパシティ・ビルディング，第３回国連
防災会議岩手大学パブリックフォーラム

第12回地域防災フォー
ラム講演録 pp.71-120. 2015/10/01

岩手大学地域
防災研究セン
ター

松岡勝実 防災まちづくり部門研究活動報告
平成26年度岩手大学地
域防災研究センター年
報

pp.44-45. 2016/01/00
岩手大学地域
防災研究セン
ター

麥倉哲 大槌町のいまとこれからニュースレター
総集編 全８頁 2015年９月

岩手大学教育
学部社会学研
究室

麥倉哲

2014年山田町仮設住宅住民の復興の現状
と支援の課題について　－山田町大沢地
区仮設住宅　織笠地区山田町民グランド
かあ節住宅調査の結果から

全31頁 2015年11月
岩手大学教育
学部社会学研
究室

麥倉哲ほか 大槌町吉里吉里地区自主防災計画（案）
本編　改訂版 全32頁 2016年３月

大槌町吉里吉里
地区自主防災計
画策定検討会

麥倉哲ほか 大槌町吉里吉里地区津波避難マップ　平
成28年３月版 Ａ３版裏表 2016年３月

大槌町吉里吉里
地区自主防災計
画策定検討会

麥倉哲ほか 防災と復興に関する論文集　－2013年か
ら2015年 2016年３月 岩手大学教育学

部社会学研究室

報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

麥倉　哲
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

菊池義浩、南正昭 津波被害を受けた岩手県沿岸小中学校に
おける避難空間の再設定と課題

2015年度日本建築学会
大会学術講演梗概集

農村計画、
pp.201-202 2015年９月 日本建築学会

菊池義浩，南正昭 学校施設に着目したコミュニティに基づ
く地域防災・地域再生の拠点形成

2015年度日本建築学会
大会農村計画部門研究
協議会資料

pp.39-40 2015年９月 日本建築学会

Yoshihiro Kikuchi,
Masaaki Minami

Refuge Behavior in Elementary and
Junior High Schools during Tsunami
and Problems with Refuge Plans

2015 ISUP Proceeding
（International Sympo-
sium on City Planning）

pp.177-180 Sep. 2015
Korea Plan-
ners Associa-
tion

KIKUCHI Yoshi-
hiro, MUGIKURA
Tetsu, MINAMI
Masaaki

Supporting Volunteer-based Disaster
Prevention Planning: In the Case of
Kirikiri District, Otsuchi Town

Proceedings of 2015
Japan-Korea Rural
Planning Seminar

pp.72-73 
（Poster Session）Nov. 2015

Association of
Rural Plan-
ning

菊池　義浩
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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大西弘志、千田昌
磨、岩崎正二、出戸
秀明

岩手県沿岸部を中心とした道路橋データ
ベースの構築

土木学会第70回年次学
術講演会（平成27年９
月）

Ⅰ-340，679-680 2015/09/01 土木学会

三浦真季、横澤幸
貴、桑原優、大西弘
志

疲労き裂の発生による主応力の挙動変化
土木学会東北支部技術
研究発表会（平成27年
度）

Ⅰ-9 2016/03/01 土木学会東北
支部

大西　弘志
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

千田昌磨、三東豪
士、大内皓平、遊田
勝、岩崎正二、大西
弘志

小型FWD 試験における道路橋床版の加
速度計測結果

土木学会東北支部技術
研究発表会（平成27年
度）

Ⅰ-14 2016/03/01 土木学会東北
支部

山崎稜介、佐藤司、
渡辺治人、遊田勝、
竹原寛幸、大西弘志

61年供用された鋼道路橋（開運橋）の塗
膜調査

土木学会東北支部技術
研究発表会（平成27年
度）

Ⅰ-15 2016/03/01 土木学会東北
支部

大内皓平、三東豪
士、千田昌磨、遊田
勝、岩崎正二、大西
弘志

大規模補修後の橋梁に対する小型FWD
試験

土木学会東北支部技術
研究発表会（平成27年
度）

Ⅰ-19 2016/03/01 土木学会東北
支部

Tetsuya OYA-
MADA, Shunsuke
HANEHARA, Yuto
TANAKADATE
and Xiaoyi FAN

Proposal of New Evaluation Method for
Salt Scaling of Hardened Mortar and
Depression with Magnesium Salt

ICCC2015 Beijing,
The 14th Interna-
tional Congress on
the Chemistry of Ce-
ment

SN:512 2015/10/01 ICCC2015

富谷壮、小山田哲
也、羽原俊祐、樊小
義

硬化コンクリートの空気量に及ぼすフレ
ッシュコンクリートの配合条件の影響

平成27年度土木学会東
北支部技術研究発表会
講演概要集

V-30 2016/03/05
公益社団法人
土木学会東北
支部

土屋宏平、小山田哲
也、羽原俊祐、樊小
義

スケーリング抵抗性に及ぼす硬化コンク
リートの空気量の影響

平成27年度土木学会東
北支部技術研究発表会
講演概要集

V-39 2016/03/05
公益社団法人
土木学会東北
支部

高橋慧、小山田哲
也、羽原俊祐

スケーリング抵抗性を考慮したトンネル
覆工コンクリートに関する研究

平成28年度土木学会東
北支部技術研究発表会
講演概要集

V-40 2016/03/05
公益社団法人
土木学会東北
支部

四ツ目拓朗、小山田
哲也、羽原俊祐

点検結果からみる岩手県内の橋梁の損傷
状況に関する検討

平成29年度土木学会東
北支部技術研究発表会
講演概要集

Ⅵ-34 2016/03/05
公益社団法人
土木学会東北
支部

小山田哲也
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

K. Kobayashi, T.
Murakami, D.
Oyama

Wide dynamic range SQUID magne-
tometer with noise cancellation for mag-
netocardiogram without magnetically
shielded room

International Magnet-
ics Conference GV-14 2015/05/11 IEEE

高橋秀、小林宏一
郎、山崎慶太、小山
田哲也

交流インピーダンス法によるコンクリー
ト内塩化物濃度の評価の研究

電気関係学会東北支部
連合大会 2E06 2015/08/28 電気関係学会

東北支部

熊谷毅紀、小林宏一
郎、上田智章

kinectを用いた呼吸・心拍計測システム
の基礎的研究 日本生体医工学会大会 Vol.53，p.238，

P2-6-4-G 2015/05/08 日本生体医工
学会

小林宏一郎
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

越野修三 岩手大学における防災危機管理に係わる
人材育成について 土木学会

越野修三 災害時地域医療支援教育センターへの期
待

越野修三 東日本大震災の教訓とした地域防災への
取り組み 消防防災の科学

越野　修三
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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いわて高等教育コン
ソーシアム

復興は人づくりから～全国大学簿ランデ
ィア拠員15名による特別講義 電子書籍 2016/03/25 紀 伊 国 屋 書

店：kinoppy

後藤　尚人
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

佐藤悦子 被災地の女性たちが集まる場－宮古市Ｔ
地区を事例に

第49回日本文化人類学
会研究大会発表要旨集 125頁 2015/05/30～31 日本文化人類

学会

佐藤悦子 被災地における女性たちの実践～宮古市
田老地区における手仕事の場を事例に～

第13回地域防災フォー
ラム 2015/06/26

岩手大学地域
防災研究セン
ター

佐藤　悦子
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関

岩手大学（編集責任
者：山崎友子）

独立行政法人教員研修センター平成27年
度教員研修カリキュラム開発プログラム

「Discover-Our-Town Project による合科
型内容中心英語教育の実践的研修モデル
開発～岩手県沿岸の被災地の高校におい
て～」報告書

27 pages 2016/03/31 岩手大学

山崎　友子
報告題目著者名 学協会誌の名称 巻・号・ページ 掲載年月日 発行機関
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土井　宣夫

●その他

依頼機関等活動内容（箇条書き）

岩手防災学教室「岩手の火山（１）
自然災害現場調査の大切さ」

日刊岩手建設工業新
聞 2015/08/26

岩手防災学教室「岩手の火山（２）
マグマの発生」

日刊岩手建設工業新
聞 2015/10/07

岩手防災学教室「岩手の火山（３）
マグマの上昇と停止」

日刊岩手建設工業新
聞 2015/11/18

岩手防災学教室「岩手の火山（４）
活きている火山とは？」

日刊岩手建設工業新
聞 2016/03/02

NHKラジオ第一放送まじぇ５時：インタ
ビュー出演

NHKラジオ第一放
送 2015/05/28

第７回微動の会　講演会発表、観測会参
加 2015/10/01

地域を支える「エコリーダー」・「防災リ
ーダー」育成プログラム 岩手大学 2015/05/23

2015/12/19 講師・運営スタッフ

地域防災研究センターホームページの更
新

地域防災研究センタ
ー

2015/07/03
2015/08/21 修正案企画など

「いわて防災学教室」への寄稿 日刊岩手建設工業新
聞

2015/07/01
2016/03/30

地形と地盤災害の深い関係（8/19）、トンネル
と地震①②（11/4、2/10）

取材受け 岩手日報 2015/08/30 遠野市で高齢者施設の防災訓練　８月31日朝刊
掲載

取材受け AKT ６月２日 2015/06/02 砂防学実習の様子　６月２日放映

取材受け NHK盛岡放送局ラ
ジオ 2015/06/25 まじぇ５時　６月25日放映

取材受け 岩手日報　25面 2015/06/02 ６月25日朝刊掲載
取材受け 岩手日報　 2015/07/10 ７月19日朝刊掲載
取材受け 岩手建設工業 2014/08/20 ８月21日朝刊掲載
取材受け 岩手日報 2015/10/20 10月23日朝刊掲載
取材受け 毎日新聞　 2015/08/01 ８月19日朝刊掲載（全国）

韓国ハンバット大学の学生がHydro Labo
を見学 岩手大学 2015/08/26

岩手日報による取材 岩手日報 2015/12/04
マレーシア　バハン大学がHydro Laboを
見学 岩手大学 2016/02/24

NHK-BSプレミアム『英雄たちの選択』
に出演 NHK 2016/03/10

スーパーJチャンネルいわてに出演 岩手朝日テレビ 2016/03/09

実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

山本　英和

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

鴨志田直人

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

井良沢道也

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

小笠原敏記

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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日刊岩手建設工業新聞社「いわて防災学
教室」への寄稿

日刊岩手建設工業新
聞

2015/07/22
2016/03/30 ８編寄稿

岩手日報社「識者のまなざし」 岩手日報 2015/11/11

柳川　竜一

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

第14回地域防災フォーラム「復興まちづ
くりと地域創生～岩手大学×神戸大学連
携フォーラム～」の企画・運営、第２部
ファシリテーター

岩手大学地域防災研
究センター 2015/08/03

地域防災研究センター国際プログラム
「大災害への対応力への強化」ハーバー
ド大学ハウィット博士講演会の企画・運
営、質疑応答の司会者

岩手大学地域防災研
究センター 2015/07/16

松岡　勝実

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

岩手県地域防災ネットワーク協議会　運
営

岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2015/04/22

地域防災フォーラム　運営 第13回：６月26日、第14回：８月３日、第15
回：３月８日

地域を支える「エコリーダー」・「防災リ
ーダー」育成プログラム　講師・運営

2015/05/23
2015/12/19 主催：岩手大学

岩手大学　韓国・国立ハンバット大学校
との学生交流研修会　講師

2015/08/24
2015/08/26

主催：岩手大学工学部研究高度化・グローバル
化特別対策室

防災・危機管理エキスパート育成講座
講師・運営

2015/09/25
2015/11/18

Harvard Kennedy School Conference, Ac-
celerating Disaster Recovery: Strategies,
Tensions, and Obstacles 参加

2016/01/22

UNISDR Science and Technology Confer-
ence on the implementation of the Sendai
Framework for Disaster Risk Reduction
2015-2030 参加

2016/01/27
2016/01/29

第３回地域防災ワークショップ　運営 岩手県地域防災ネッ
トワーク協議会 2015/02/09

震災復興シンポジウム「震災5周年を迎
えた津波被災地におけるコミュニティ再
建の現状と課題」コーディネーター

農村計画学会震災復
興研究グループ 2015/02/28

菊池　義浩

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

取材受け（福知山脱線事故から10年目の
特集～岩手県におけるDMATの変遷につ
いて）

読売テレビ（神戸支
局） 2015/04/14 関西地区で放映

取材受け（全国知事会におけるドクター
ヘリの運用に関する提言についてへのコ
メント）

岩手日報 2015/05/20 5/21朝刊

取材受け（明日への備え） 岩手日報 2015/07/02 7/11朝刊
取材受け（盛岡市の広報誌「つながる
わ」に掲載するため、地域防災研究セン
ターの防災教育の取り組みについて）

盛岡市 2015/07/13 ８月号

取材受け（全国高等学校PTA連合会大会
について） 岩手日報 2015/08/17 8/21朝刊

越野　修三

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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取材受け（茨城県の豪雨災害関連） 読売新聞 2015/09/16 9/17朝刊（全国版）
インタビュー（災害対策、いざというと
きの心構えはできていますか？） 岩手県国際交流協会 2015/12/10 機関誌「いわて国際交流vol.79」

インタビュー（防災スペシャリスト研修
の講義インタビュー～多様な主体の避難
所支援）

内閣府 2015/12/11 防災スペシャリスト研修時に使用

電話インタビュー（チリ津波時の青森県
における避難勧告等について） NHK青森放送局 2015/12/21 12/22夕方放送

取材受け（震災５年目の状況に対するコ
メント） 読売新聞 2015/12/21

会見（災害時の危機管理　岩手の経験） 日本記者クラブ 2016/01/13 日本記者クラブHP（講演・会見内容）
取材受け（知の明日を築く） 日本経済新聞 2016/01/19 2/17朝刊
取材受け（５年目の状況に対するコメン
ト） 岩手日報 2016/02/17 3/2朝刊

取材受け（（大震災から５年）歩みは続
く） 日本経済新聞 2016/03/01 3/6朝刊　悲劇の教訓 未来へ　防災教育、実践

力が鍵
NHK番組「視点・論点」収録 日本放送協会 2016/03/04 3/7放送、3/28再放送

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考

防災・危機管理エキスパート講座（基礎
コース）の運営

岩手大学地域防災研
究センター 2015/09/15～17

防災・危機管理エキスパート講座（実習
コース）の運営及びクロスロードの演習

岩手大学地域防災研
究センター 2015/10/29～30

地域を支える「エコリーダー」「防災リ
ーダー」育成プログラムの運営及びＤＩ
Ｇの演習

岩手大学工学部 2015/11/14

宮古市生活復興支援センター連絡会議へ
の参加

宮古市社会福祉協議
会 2015/12/15

佐藤　悦子

依頼機関等活動内容（箇条書き） 実施日
（複数回の場合は期間） 備　　　考
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（趣　旨）

第１条　この規則は、国立大学法人岩手大学学則第５条の規定に基づき、岩手大学地域防災研究センター

（以下「センター」という。）の組織、運営及び業務に関し、必要な事項を定める。

（目　的）

第２条　センターは、地域特性に応じた「多重防災型まちづくり」と地域の安全を支えるための「災害文化

の醸成と継承」を基本とする地域に根ざした防災システムの構築及び自然災害からの復興を推進する

ことを目的とする。

（業　務）

第３条　センターは、次に掲げる業務を行う。

一　自然災害の調査・解析に関すること。

二　防災まちづくりの計画・設計・予測に関すること。

三　防災教育及び人材育成に関すること。

四　地域防災及び復興まちづくりへの支援に関すること。

五　三陸復興・地域創生推進機構地域防災教育研究部門に関すること。

六　その他前各号に関連して必要な業務に関すること。

（部　門）

第４条　センターに前条の業務を遂行するため、次に掲げる部門を置く。

一　自然災害解析部門

二　防災まちづくり部門

三　災害文化部門

２　部門に部門長を置き、専任教員又は兼務教員のうちからセンター長が任命する。

（職　員）

第５条　センターに、次に掲げる職員を置く。

一　センター長

二　専任教員

三　兼務教員

四　その他の職員

２　前項の職員のほか、副センター長を置き、専任教員又は兼務教員のうちからセンター長が推薦し、

学長が任命する。

（センター長）

第６条　センター長は、センター全般の業務及び運営を統括する。

２　センター長は、岩手大学の専任の教授をもって充てる。

岩手大学地域防災研究センター規則
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３　センター長は、学長が部局長会議の推薦を受け選考し、任命する。

４　センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任のセンター長

の任期は、前任者の残任期間とする。

（副センター長）

第７条　副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故あるときはその職務を代行する。

２　副センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、当該副センター長を推薦したセンター

長の任期を超えないものとする。

（部門長）

第８条　部門長は、当該部門を統括する。

２　部門長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の部門長は、前任者

の残任期間とする。

（専任教員）

第９条　専任教員は、第15条に規定する岩手大学地域防災研究センター運営委員会（以下「運営委員会」と

いう。）が候補者を推薦し、センター長の申請に基づき学長が任命する。

（兼務教員）

第10条　兼務教員は、運営委員会が候補者を推薦し、センター長の申請に基づき学長が任命する。

２　センター長は、前項の申請に当たっては、当該教員の所属する学部等の長の同意を得るものとす

る。

３　兼務教員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任の兼務教員の任期

は、前任者の残任期間とする。

（特任教員）

第11条　センターに特任教員を置くことができる。

２　特任教員の選考に関する事項は、別に定める。

（客員教授等）

第12条　センターに客員教授等を置くことができる。

２　客員教授等の任期は、１年を超えないものとし、再任を妨げない。

３　客員教授等の選考に関する事項は、別に定める。

（学内協力教員）

第13条　センターに、研究を遂行上、必要な場合、兼務教員以外に参画する学内協力教員を置くことができ

る。

（地域防災連携協力員）

第14条　センターに、地域防災等の推進を図るため、センター職員と連携し、調査・研究等の業務に協力す

る地域防災連携協力員を置くことができる。

（運営委員会）

第15条　センターの運営に関する事項を審議するため、運営委員会を置く。
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２　運営委員会に関する規則は、別に定める。

（庶　務）

第１16条　センターの庶務は、研究推進課において処理する。

（雑　則）

第17条　この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、運営委員会の議を経てセンタ

ー長が別に定める。

附　則

この規則は、平成24年４月１日から施行する。

附　則

この規則は、平成26年４月１日から施行する。

附　則

この規則は、平成28年７月28日から施行し、平成28年４月１日から適用する。
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岩手大学地域防災研究センター運営委員会規則

（平成24年３月15日制定）

（趣　旨）

第１条　この規則は、岩手大学地域防災研究センター規則第15条第２項の規定に基づき、岩手大学地域防災

研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）に関し、必要な事項を定める。

（審議事項）

第２条　運営委員会は、次に掲げる事項を審議する。

一 岩手大学地域防災研究センター（以下「センター」という。）の中期目標・中期計画及び年度

計画に関すること。

二 センターの管理・運営の基本方針に関すること。

三 センターの予算配分及び決算に関すること。

四 センターの評価に関すること。

五 センターの専任教員の人事（懲戒を除く。）に関すること。

六 センターの兼務教員候補者の推薦に関すること。

七 センターの特任教員及び特任研究員の採用に関すること。

八 センターの客員教授及び客員准教授の委嘱に関すること。

九 センターの専任教員の兼業兼職審査に関すること。

十 センターの外部資金受入審査に関すること。

十一 センターの施設及び設備に関すること。

十二 その他センターの運営に関する重要事項

（組　織）

第３条　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

一　センター長

二　副センター長

三　部門長

四　研究を担当する理事又は副学長

五　専任教員

六　各学部の副学部長又は評議員各１名

七　学術研究推進部長

（委員長）

第４条　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

２　委員長は、運営委員会を招集し、議長となる。

３　委員長に事故あるときは、副センター長が、その職務を代理する。



（会　議）

第５条　運営委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。

２　運営委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。

（委員以外の者の出席）

第６条　運営委員会が必要と認めたときは、委員以外の者を運営委員会に出席させ、その意見を聴くことが

できる。

（庶　務）

第７条　運営委員会の庶務は、研究推進課において処理する。

（雑　則）

第８条　この規則に定めるもののほか、運営委員会に関し必要な事項は、運営委員会が別に定める。

附　則

この規則は、平成24年４月１日から施行する。

附　則

この規則は、平成26年４月１日から施行する。

附　則

この規則は、平成28年４月１日から施行する。

附　則

この規則は、平成28年７月25日から施行する。
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